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新基本民法 2 物権編
――財産の帰属と変動の法

本書は新基本民法シリーズ 3冊目，第 2巻の「物権編」です。「物権編」は物権総論を主な
対象とし，担保物権については「担保編」で，用益物権については「契約編」でそれぞれ取
り扱われる予定です。また，本書の特徴として，法人を共同所有の延長線上にあるものと位

置づけ，解説がなされていることが挙げられます。
　物権編も既刊の家族編，不法行為編と同様に 2色刷の見やすい紙面にたくさんの工夫が凝らされて
います。コンパクトでわかりやすい記述は，物権法の入門書としても，ひと通り勉強した後の知識の確
認用としても，オススメです。
　今回「物権編」のカバーは綺麗なピンク色となりました。実は，本書を含むこれまでに刊行となった
3冊は「人の領分」に関する法という 1つのグループとして，カバーも暖色系でまとめられています
（詳しくは「はしがき」や「はじめに」をご覧ください）。今後は別のグループの巻の刊行が予定されて
いますので，カバーの色にも是非ご注目ください。（K）
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UNITごとに重要な用語や参考文献がまとめられています。


